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特別損失の発生に関するお知らせ 

 

 

 当社は、下記のとおり特別損失を計上いたしますことをお知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の発生およびその内容 

  

 平成20年4月23日付｢特別利益および特別損失の発生並びに平成20年6月期通期業績予想の修正

に関するお知らせ｣にてお知らせしましたように、中国向け装置として引当処理を行った材料の一

部であるたな卸資産につきまして、他社への転売に伴う材料等の大幅な仕様変更の可能性を考慮

し、リスク要因としてたな卸資産評価損101百万円を見込んでおりました。しかしながら、材料等

の仕様変更を極小化する営業努力を継続した結果、評価損の見込み額より大幅に減少し、監査法

人による決算における資産評価を踏まえ、たな卸資産評価損として37百万円を計上することとな

りました。 

 また、平成20年6月25日付｢子会社の解散および清算に関するお知らせ｣にてお知らせした当社の

非連結かつ持分法非適用の子会社であるTES LLC（有限責任事業体）の清算に伴う損失額として32

百万円を見込んでおりましたが、保険解約に伴う諸手続きおよび為替変動等の要因により12百万

円増加し、44百万円を計上することとなりました。 

 

２．今後の見通し 

 

 上記特別損失の発生による影響は軽微であり、平成 20 年 4 月 23 日発表の「平成 20 年 6 月期 第

3四半期財務・業績の概況」並びに「特別利益および特別損失の発生並びに平成 20 年 6 月期通期

業績予想の修正に関するお知らせ」に記載の平成 20 年 6 月期業績予想に変更はございません。 

 また、「平成 20 年 6 月期決算短信」は平成 20 年 7 月 23 日（水）に開示予定です。 

 

 

（注）上記の業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績は、今後の様々な要因により上記の業績予想数値と異なる可能性があり

ます。 

 

 

以 上 


